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財政健全化法による財政指標について 

 

令和４年度決算における健全化判断比率及び資金不足比率を公表します。令和４年度決

算における健全化判断比率及び資金不足比率は、早期健全化基準及び経営健全化基準を下

回る結果となりました。   

※ 単位表記のない箇所は、千円単位での表記になります。 

 

 

（１）実質赤字比率 

主な業務の決算の赤字額が、市税などの市の財政規模に対してどの程度の割合となる

かを表す指標。 

 

（単位：％） 

春日井市 
早期健全化基準 財政再生基準 

令和４年度決算 令和３年度決算 

― ― 11.25 20.00 

 

＜算出方法＞ 

 

 

 

 

実質赤字額 ＝ 繰上充用額 ＋ 支払繰延額 ＋ 事業繰越額 

標準財政規模の額 ＝ 普通交付税算定標準税収入額等 

＋ 臨時財政対策債発行可能額 

＋ 普通交付税額 

 

 

 

 

 

 

一般会計等の実質赤字額 

実質赤字比率 ＝  

標準財政規模の額 
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＜算出に用いた春日井市の数値＞ 

一般会計等の実質赤字額 

 R３ R４ 

① 繰上充用額（一般会計） △1,000,230 △68,544 

② 支払繰延額 0 0 

③ 事業繰越額 0 0 

計 （①＋②＋③） △1,000,230 △68,544 

※ 黒字のため、マイナス「△」で表記しています。 

 

標準財政規模の額 

 R３ R４ 

① 普通交付税算定標準税収入額等 54,376,607 56,853,557 

② 臨時財政対策債発行可能額 4,943,228 1,550,786 

③ 普通交付税額 3,378,491 3,305,609 

計 （①＋②＋③） 62,698,326 61,709,952 

 

 

＜指標の分析＞ 

指標は計上されませんでした。 
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（２）連結実質赤字比率 

水道や病院などを含めた全事業の決算の赤字額が、市税などの市の財政規模に対して

どの程度の割合となるかを表す指標。 

 

（単位：％） 

春日井市 
早期健全化基準 財政再生基準 

令和４年度決算 令和３年度決算 

― ― 16.25 30.00 

 

 

＜算出方法＞ 

 

 

 

 

Ａ 一般会計等及び公営事業会計のうち、実質赤字を生じた会計の実質赤字の合計額 

Ｂ 公営企業会計のうち、資金の不足額を生じた会計の資金の不足額の合計額 

Ｃ 一般会計等及び公営事業会計のうち、実質黒字を生じた会計の実質黒字の合計額 

Ｄ 公営企業会計のうち、資金の剰余額を生じた会計の資金の剰余額の合計額 

 

 

＜算出に用いた春日井市の数値＞ 

Ａ 一般会計等及び公営事業会計のうち、実質赤字を生じた会計の実質赤字の合計額 

 R３ R４ 

該当なし － － 

 

Ｂ 公営企業会計のうち、資金の不足額を生じた会計の資金の不足額の合計額 

 R３ R４ 

該当なし － － 

 

 

（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ） 

連結実質赤字比率 ＝  

標準財政規模の額 
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Ｃ 一般会計等及び公営事業会計のうち、実質黒字を生じた会計の実質黒字の合計額 
 R３ R４ 

① 一般会計 1,000,230 68,544 

② 国民健康保険事業特別会計 384,294 0 

③ 後期高齢者医療事業特別会計 122,088 126,834 

④ 介護保険事業特別会計 609,885 614,752 

計 （①＋②＋③＋④） 2,116,497 810,130 

 

Ｄ 公営企業会計のうち、資金の剰余額を生じた会計の資金の剰余額の合計額 

 R３ R４ 

① 春日井市民病院事業会計 9,099,294 9,937,901 

② 水道事業会計 6,387,459 6,183,743 

③ 公共下水道事業会計 87,051 241,305 

④ 春日井インター北企業用地整備事業特別会計 0 0 

計 （①＋②＋③＋④） 15,573,804 16,362,949 

 

標準財政規模の額 

 R３ R４ 

① 普通交付税算定標準税収入額等 54,376,607 56,853,557 

② 臨時財政対策債発行可能額 4,943,228 1,550,786 

③ 普通交付税額 3,378,491 3,305,609 

計 （①＋②＋③） 62,698,326 61,709,952 

 

＜指標の分析＞ 

 

指標は計上されませんでした。 
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（３）実質公債費比率 

借金の返済に充てられたとみなされる金額が、市税などの市の財政規模に対してどの

程度の割合となるかを過去 3年間の平均値で表す指標。 

 

（単位：％） 

春日井市 
早期健全化基準 財政再生基準 

令和４年度決算 令和３年度決算 

4.8 4.９ 25.0 35.0 

 

 

＜算出方法＞ 

 

 

 

 

Ａ 一般会計等における地方債元利償還金の額 

Ｂ 準元利償還金（一般会計等で元利償還金と同等に扱うべき性質をもつ支出額） 

Ｃ 地方債償還に充てることが認められる特定の収入 

Ｄ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

Ｅ 標準財政規模の額 

 

 

＜算出に用いた春日井市の数値＞ 

Ａ 一般会計等における地方債元利償還金の額 

 R２ R３ R４ 

①  一般会計 8,244,529 8,338,899 8,190,495 

②  公共用地先行取得事業特別会計 147,207 81,066 81,017 

③  上記のうち繰上償還・借換 0 0 0 

計 （①＋②－③） 8,391,736 8,419,965 8,271,512 

 

 

（Ａ＋Ｂ）－Ｃ－Ｄ 

実質公債費比率 ＝                   の３か年平均 

Ｅ－Ｄ 



  

6 

B 準元利償還金（一般会計等で元利償還金と同等に扱うべき性質をもつ支出額） 

 R２ R３ R４ 

① 公営企業繰出金のうち公債費充当 3,094,080 2,526,261 2,823,401 

春日井市民病院事業 639,748 639,296 684,601 

水道事業 569 613 271 

公共下水道事業 2,453,763 1,886,352 2,138,529 

春日井インター北企業用地整備事業特別会計  0 0 0 

② 組合等繰出金のうち公債費充当 4,329 5,475 1,582 

③ 債務負担行為に係る支出 55,426 55,455 42,966 

④ 一時借入金利子 0 0 0 

計 （①＋②＋③＋④） 3,153,835 2,587,191 2,867,949 

 

Ｃ 地方債償還に充てることが認められる特定の収入 

 R２ R３ R４ 

① 国・県支出金等 0 0 0 

② 地方債を財源とした貸付金償還金 20,370 20,370 20,370 

③ 公営住宅使用料 74,346 79,562 69,984 

④ 地方債償還充当都市計画税 2,472,796 2,708,491 2,570,688 

⑤ その他（勝川駅前駐車場使用料） 0 0 0 

計 （①＋②＋③＋④＋⑤） 2,567,512 2,808,423 2,661,042 

 

Ｄ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

 R２ R３ R４ 

① 事業費補正 867,049 899,200 993,374 

② 災害復旧費等 4,625,874 4,593,754 4,403,613 

③ 密度補正 383,150 381,124 382,578 

計 （①＋②＋③） 5,876,073 5,874,078 5,779,565 
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Ｅ 標準財政規模の額 

 R２ R３ R４ 

①  普通交付税算定標準税収入額等 56,140,972 54,376,607 56,853,557 

②  臨時財政対策債発行可能額 2,248,894 4,943,228 1,550,786 

③  普通交付税額 1,421,234 3,378,491 3,305,609 

計 （①＋②＋③） 59,811,100 62,698,326 61,709,952 

 

 

＜指標の分析＞ 

「一般会計の地方債元利償還金」及び「公共下水道事業会計の準元利償還金」

が数値を高める要因となっています。 

これは、土地区画整理事業を主体とした計画的なまちづくりに努め、良好な

都市環境を整備した一方で、その整備に要する資金の調達のため、地方債を活

用したことによります。 

３か年平均で見ると前年度に比べ0.１ポイント減少しています。これは、一

般会計等の地方債元利償還金の額が約1.2億円減少したことによるものです。 

今後も、一般会計等の元利償還金が増加していく見込みであるため、計画的

な借入を行うことにより、健全な財政運営に努めます。 
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（４）将来負担比率 

借金残高など将来的に負担することとなる金額が、市税などの市の財政規模に対して

どの程度の割合となるかを表す指標。 

 

（単位：％） 

春日井市 
早期健全化基準 

令和４年度決算 令和３年度決算 

19.4 16.4 350.0 

 

 

＜算出方法＞ 

 

 

 

 

将来負担額 ＝ Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ 

Ａ 一般会計等の地方債現在高 

Ｂ 債務負担行為に基づく支出予定額 

Ｃ 公営事業会計・公営企業会計の地方債の元金償還に充当する一般会計等からの負担

等見込額 

Ｄ 一部事務組合等の地方債元金償還に充当する一般会計等からの負担等見込額 

Ｅ 退職手当負担見込額 

（全職員に対する退職手当支給予定額のうち、一般会計等の負担見込額） 

Ｆ 土地開発公社への負担見込額 

Ｇ 連結実質赤字額 

Ｈ 一部事務組合等の連結実質赤字額相当額のうち一般会計等の負担見込額 

将来負担額からの控除額 ＝ Ⅰ＋Ｊ＋Ｋ 

Ⅰ Ａ～Ｆ に充当可能な基金残高 

Ｊ Ａ～Ｄ に充当可能な特定歳入 

○ 国庫支出金等（春日井市該当なし） 

○ 地方債を財源とする貸付金の償還金 

○ 公営住宅の賃貸料等 

○ 都市計画税収 

（都市計画事業地方債現在高のうち、都市計画税のよって償還できると考え

られる額） 

Ｋ Ａ～Ｄ のうち基準財政需要額算入見込額 

財政規模 ＝ 標準財政規模の額 － 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額 

将来負担額 － 将来負担額からの控除額 

将来負担比率 ＝  

財政規模 
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＜算出に用いた春日井市の数値＞ 

将来負担額 

 R３ R４ 

Ａ 一般会計等の地方債現在高 79,959,174 82,907,364 

Ｂ 債務負担行為に基づく支出予定額 408,846 378,905 

Ｃ 公営事業会計・公営企業会計の地方債の元金償

還に充当する一般会計等からの負担等見込額 
31,035,739 29,992,023 

Ｄ 一部事務組合等の地方債元金償還に充当する

一般会計等からの負担等見込額 
20,516 25,347 

Ｅ 退職手当負担見込額 9,587,517 10,002,310 

Ｆ 土地開発公社への負担見込額 3,345,547 2,039,858 

Ｇ 連結実質赤字額 － － 

Ｈ 一部事務組合等の連結実質赤字額相当額のう

ち一般会計等の負担見込額 
－ － 

計 （Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） 124,357,339 125,345,807 

 

将来負担額からの控除額 

 R３ R４ 

Ⅰ Ａ～Ｆ に充当可能な基金残高 21,974,122 22,861,632 

Ｊ Ａ～Ｄ に充当可能な特定歳入 28,111,417 28,038,494 

Ｋ Ａ～Ｄ のうち基準財政需要額算入見込額 64,941,193 63,572,369 

計 （Ⅰ＋Ｊ＋Ｋ） 115,026,732 114,472,495 

 

財政規模 

 R３ R４ 

ａ 標準財政規模の額 62,698,326 61,709,952 

ｂ 元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要

額算入額 
5,874,078 5,779,565 

計 （ａ－ｂ） 56,824,248 55,930,387 
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＜指標の分析＞ 

人口急増が始まった昭和40年代半ばからの都市環境整備に多額の地方債を

活用しました。そのため、指標を高める主な要因として、①一般会計の地方債

残高、②公共下水道事業会計の地方債残高、③土地開発公社への負担額などが

あり、これらの削減が、財政運営の大きな課題となっています。 

令和４年度は、一般会計の地方債残高の増加等により、昨年度と比べ3.0ポイ

ント増加しました。今後も、地方債の計画的な運用に努めます。 

今後は、公共施設の長寿命化・老朽化対策が進捗することにより、一般会計

等の元利償還金が増加していく見込みであるため、計画的な借入を行うことに

より、健全な財政運営に努めます。 

 

＜主な増加要因＞ 

・一般会計等の地方債現在高の増加   （約29.5億円・△5.3ポイント） 
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（５）資金不足比率 

公営企業会計の決算の資金不足額が、その事業規模に対してどの程度となるかを表す

指標。 

 

（単位：％） 

春日井市 
経営健全化基準 

公営企業会計名 令和４年度決算 令和３年度決算 

春日井インター北企業用地  

整備事業特別会計 
― ― 

20.00 
春日井市民病院事業会計 ― ― 

水道事業会計 ― ― 

公共下水道事業会計 ― ― 

 

 

＜算出方法＞ 

 

 

 

 

資金不足額 ＝（病院・水道・下水）流動負債 ＋ 赤字地方債残高 － 流動資産 

（春日井インター北） 

歳出総額 ＋ 赤字地方債残高 － 歳入総額 － 土地収入見込額 ＋ 地方債残高…A 

       歳出総額 ＋ 赤字地方債残高 － 歳入総額 － 土地収入見込額＜0 ならば算入 

       ただし A＞0のときは０とする 

事業の規模 ＝（病院・水道・下水）営業収益 － 受託工事収益 

         （春日井インター北）資本の額に相当する額 ＋ 負債の額に相当する額 

 

 

 

 

 

 

 

資金不足額 

資金不足比率 ＝  

事業の規模 
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＜算出に用いた春日井市の数値＞ 

資金不足額（春日井市民病院事業） 

 R３ R４ 

① 流動負債 4,820,120 2,471,140 

② 赤字地方債残高 0 0 

③ 流動資産 13,919,414 12,409,041 

計 （①＋②－③） △9,099,294 △9,937,901 

資金不足額（水道事業） 

 R３ R４ 

① 流動負債 1,234,671 1,383,441 

② 赤字地方債残高 0 0 

③ 流動資産 7,622,130 7,567,184 

計 （①＋②－③） △6,387,459 △6,183,743 

資金不足額（公共下水道事業） 

 R３ R４ 

① 流動負債 1,956,880 2,375,356 

② 赤字地方債残高 0 0 

③ 流動資産 2,043,931 2,616,661 

計 （①＋②－③） △87,051 △241,305 

資金不足額（春日井インター北企業用地整備事業（宅地造成事業）） 

 R３ R４ 

① 歳出総額 25,264 4,345 

② 赤字地方債残高 0 0 

③ 歳入総額 25,264 4,345 

④ 土地収入見込額 0 0 

⑤ 地方債残高 0 0 

計 （①＋②－③－④＋⑤） 0 0 
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事業の規模（春日井市民病院事業） 

 R３ R４ 

①  営業収益 16,883,647 17,632,757 

②  受託工事収益 0 0 

計 （①－②） 16,883,647 17,632,757 

 

事業の規模（水道事業） 

 R３ R４ 

①  営業収益 4,559,700 4,003,598 

②  受託工事収益 0 0 

計 （①－②） 4,559,700 4,003,598 

 

事業の規模（公共下水道事業） 

 R３ R４ 

①  営業収益 3,691,070 4,068,187 

②  受託工事収益 0 0 

計 （①－②） 3,691,070 4,068,187 

 

事業の規模（春日井インター北企業用地整備事業（宅地造成事業）） 

 R３ R４ 

① 資本の額に相当する額 0 0 

② 負債の額に相当する額 0 0 

計 （①＋②） 0 0 

 

＜指標の分析＞ 

公営企業会計においては、流動資産が流動負債を上回り、春日井市民病院事業

では約99.4億円、水道事業では約61.8億円、公共下水道事業では約2.4億円の資

金剰余額を計上しました。全ての会計において資金不足額が生じていないため、

指標は計上されませんでした。 
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用語解説 

 

一般会計等 一般会計、公共用地先行取得事業特別会計、民家防音事業特別会計、潮見坂

平和公園事業特別会計の４会計 

公営事業会計 国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療事業特別会計、介護保険事業特

別会計の３会計 

公営企業会計 春日井インター北企業用地整備事業特別会計、春日井市民病院事業会計、水

道事業会計、公共下水道事業会計の 4 会計 

繰上充用額 歳入不足のため、翌年度歳入を繰り上げて充用した額 

支払繰延額 実質上歳入不足のため、支払を翌年度に繰り延べた額 

事業繰越額 実質上歳入不足のため、事業を繰り越した額 

普通交付税算定標準

税収入額等 

通常収入されると見込まれる経常的一般財源の規模 

住民税・固定資産税などの税収のほか、交付金、譲与税など用途の指定を受

けない財源として収入する額を、地方交付税法上定められた方法により算出

した額 

臨時財政対策債発行

可能額 

臨時財政対策債は赤字地方債のひとつで、地方交付税財源の不足を補填する

ために発行 

元利償還金は、基準財政需要額に全額算入 

発行可能額は、毎年度、総務省から普通交付税の交付・不交付にかかわらず

配分 

資金剰余額 流動資産（現金預金、有価証券、未収金など）から流動負債（未払金など）

を差し引いた額 

 

 


